






要約 

(1)長崎県内の全出生児に対して,ビタミンK2を経口的に出生時に2mgと1週目に4㎎を投

与する 2回投与法と,さらに 1ヵ月齢に 4㎎を追加する 3回投与法を実施した。 

(2)2 回または 3 回投与を受けた乳児における本症の発症頻度は 1/101,700 であり,予防投

薬開始前の発症頻度 1/3,500 の 1/30 に減少した。 

(3)原因不明の急性頭蓋内出血のうち生後3週～4ヵ月齢の母乳栄養児におこるものはビタ

ミン K欠乏症による可能性が非常に高い。 


